
確かな読みの力を育て，
一人一人の読みを広げる

国語学習の在り方
～文学的な文章における学習指導
（書く活動）の工夫を通して～

つくば市立田井小学校

伊藤正市 外 全職員



本校の実態

● 全児童８７名の小規模校

● 筑波山を間近に臨む緑豊かな自然環境

● 素直で明るい児童が多い。



研究主題

確かな読みの力を育て，

一人一人の読みを広げる

国語学習の在り方

～文学的な文章における学習指導
（書く活動）の工夫を通して～



本校の児童に当てはまる課題

主題設定の理由
学校教育の今日的課題から

他者と協調して生きていく力

言語力の育成

ゆとり教育

「確かな学力」の向上

国 語 科 教 育

自分の考えを文章や言葉で表現



相手の立場に
立って理解する

自分の考えを
まとめる

主題設定の理由

本校の教育目標から

文章を確かに読む力

基礎基本の習得

元 気 い っ ぱ い ，
笑顔あふれる楽しい学校

学び合い・考え・表現できる児童の育成



主題設定の理由

課題を解決するための主体的な学びの態度

研究の経過から

新たな課題

平成１９年度
「豊かな表現力を育てる国語学習の在り方」
～「書くこと」の指導を中心として～

文章を読み深めるための学び方



研究のねらい

書く活動の効果的な学習方法を工夫する
ことによって，確かな読みの力を育成し，
一人一人の読みを広げる国語科学習の在
り方を研究する。



研究の仮説
研究の仮説（１）

身に付けたい力

読み取るための手だてが分かる

確かな読みの力を
育てることができる

目標の系統化 書く



研究の仮説
研究の仮説（２）

書く活動を生かした交流の場の設定

相手意識・目的意識をもった構成

自分の読みを主体的に広げる

語彙の広がり 言語感覚

書く



研究の内容
基本的な考え方

「物語の読み」について

『読み手を育てる～読者論から読書行為論～』より
「確
か
な
読
み
の
力
」の
柱
と
し
て



研究の内容

言語事項につい
ての知識・理解

叙述に即して正確に
理解できる能力

読み取ったことを想像でき
る能力

語意や文意を正しく読
む基礎・基本の定着

学習の目標，内容，
方法を明確にした授
業研究

書く活動を生かした
交流活動を通して

発
達
段
階
に
応
じ
た
系
統
的
指
導

叙述に即して内容を正確に読み取ることができる力

「確かな読みの力」について

基本的な考え方



研究の内容

「確かな読みの力」をもった子どもの姿について

基本的な考え方



研究の内容
基本的な考え方

文や語句を捉える

自分の考えを整理する

「確かな読みの力」を支える「書く活動」について

書く
他者への働きかけ

考えを明確にする

考えを深める

思考過程の記録 思考結果の記録

確かな読みの力



研究の内容
基本的な考え方

「一人一人の読みを広げる」とは

教材と関連する読書へと発展すること

読みを広げる
単元構成

読みの活動の
指導

交流活動の場
相手意識
目的意識

意図的
継続的

語彙や言語感覚が育つ活動



研究の内容

国語科授業の工夫改善

主題に迫るために

授業を支える取り組み

★ 読書活動の充実

★ 語彙の獲得に向けた校内環境

★ 単元指導計画の工夫
★ 授業研究
★ 指導援助（交流活動）

★ 「書くこと」を意識した取り組み
（「ことばで遊ぼう推進事業」を中心に）



研究の内容

国語科授業の工夫改善

主題に迫るために
★ 単元指導計画の工夫



研究の内容

国語科授業の工夫改善

主題に迫るために

★ 授業研究



研究の内容

国語科授業の工夫改善

主題に迫るために

★ 指導援助（交流活動）

協調学習支援システム（ＫＢ）の活用

ＫＢ（Kneading Board)

ネットワークでつながれた複数のパソコンで，

ひとつのワークシートをリアルタイムで共有し，
概念地図（concept map）を描くことを通して情報

交換や討論ができるフリーのソフトウェアである。

小グループでの話し合い



研究の実践１（低学年）
第２学年授業実践 人物がしたことに気を付けて読もう

「名前を見てちょうだい」
〈本時の目標〉

大男に立ち向かう主人公の様子を読み取り，気持ちを想像
することができる。

テーマに迫るための手立て

一人一人が登場人物の言動や文章中の語句に着目して，自

分で内容を読み取るために書く活動を取り入れる。

読み取ったことを基に，様子や気持ちを充分に想像するため

の音読を取り入れる。

目指す児童像

場面の様子や登場人物の気持ちについて想像を広げ，叙述と

結びつけて読むことができる子ども



研究の実践１（低学年）
第２学年授業実践

「あたしのぼうしを
かえしなさい！」

「どうして，そう考えた
の？」



一人一人が登場人物の言

動や文章中の語句に着目して，
自分で内容を読み取るために
書く活動を取り入れる。

研究の実践１（低学年）
第２学年授業実践

読み取ったことを基に，様

子や気持ちを充分に想像す
るための音読を取り入れる。

・主体的に自分の考えをもつ

・意見交流に役立つ

・相手意識，目的意識

・「気持ちを考えながら読む
ことは楽しい。」



研究の実践２（中学年）
第４学年授業実践 人物の気持ちの移り変わりを考えよう

「ごんぎつね」
〈本時の目標〉

ごんに対する兵十の気持ちの変化をつかみ，最後にうなず
いたごんの気持ちを読み取る。

テーマに迫るための手立て

一人学びにおける「書く活動」
キーワードにサイドラインを引き付箋に気持ちを書き込む活動

協調学習支援システム（ＫＢ）を生かした情報の共有化

目指す児童像

大切な文や語句を捉え，叙述に即して正確に文章を読むこと

ができる子ども

まとめにおける「書く活動」 ～ ごんの言葉を想像して書く



研究の実践２（中学年）
第４学年授業実践

うなずいた時のごんの表情を書き
込んでみよう。

兵十に伝えたかった
言葉を想像して書い
てみよう。

個人

班

全体



研究の実践２（中学年）
第４学年授業実践

意見交流に役立つ

サイドラインに対して付箋
の色をかえたことは，気持
ちの変化を捉えやすい

主体的に自分の考えをもつ

一人学びにおける「書く活動」
キーワードにサイドラインを引き付箋に気持ちを書き込む活動



研究の実践２（中学年）
協調学習支援システム（ＫＢ）を生かした情報の共有化

３人グループにノートパソコン１台

プロジェクタでスクリーンに投影

ＰＣ ＰＣＰＣ ＰＣ

各々のパソコン画面で，各グループの考えが瞬時に判断できる。

どの言葉から考えた
のかな？

班

全体



研究の実践２
第４学年授業実践

協調学習支援システム（ＫＢ）を生かした情報の共有化
～「交流活動」

会話や言葉に注目させな
がら，グーループの考えが
リアルタイムで把握できる

怒
り

驚
き

後
悔



研究の実践３（高学年）
第５学年授業実践 つよく心に残ったことを考えながら読もう

「ちかい」
〈本時の目標〉

ハンターに対するヤミーナの考えがどうように変容したのか
を読み取ることができる。

テーマに迫るための手立て

協調学習支援システム（ＫＢ）を生かした情報の共有化
～「交流活動」

目指す児童像

登場人物の人柄や考え方，心情の変化と叙述とを関係付けて，

味わいながら読むことができる子ども

気持ちの変化の一般化
各班の考えを一つのシート上に表現し，一般化する。



研究の実践３（高学年）
第５学年授業実践

協調学習支援システム（ＫＢ）を生かした情報の共有化
～「交流活動」

主人公の気持ちを視覚化

考えに至る経過の共有化

暖
色
系
→
明
る
い
気
持
ち

寒
色
系
→
暗
い
気
持
ち



研究の実践３（高学年）
第５学年授業実践

気持ちの変化の一般化
各班の考えを一つのシート上に表現し，一般化する。

他の班の考えをもとに，グループ
の考えを深める。

ヤミーナの気持ちが
変わった理由は？



研究の成果
アンケート調査から

「書く活動」 展開時 「書く活動」 終末時 「交流活動」



研究の成果
仮説１について

一人学び

役に立つか？

方法がわかるか？

得意か？

「書く活動」 展開時



研究の成果
仮説１について

まとめ

役に立つか？

方法がわかるか？

得意か？

「書く活動」 終末時



研究の成果
仮説２について

役に立つか？

方法がわかるか？

得意か？

「交流活動」では・・・



研究の成果

身に付けたい力

読み取るための手だてが分かる

目標の系統化
書く

書く活動を生かした交流の場の設定

相手意識・目的意識をもった構成

児童の有用感



今後の課題

主体的な学びの姿を目指した学習方法

一人一人の評価意識を高める支援の在り方



ご静聴ありがとうございました

ことばの木
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